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真珠の基礎から鑑別までを科学的に学ぶ真珠基礎コース
真珠最大の魅力である「テリ」について、
そのメカニズムを知る真珠応用コース
真珠製品の診断・修復・保存、
その理論と実践真珠C＆Eコース

■ 定員は各コースとも5名の少人数制。豊富なサンプルで学べます。
■ 初めての方は、真珠基礎コースを最初に受講してください。
■ セミナー日程、最新の申込み状況等は、ホームページをごらんください。

2024年からカリキュラム改訂よりわかりやすく、受講しやすくなりました
真珠のプロのための3つのセミナー
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　「宝石商が本当は売りたくない
アーガイル産ピンクダイヤモンド」
がタイトルの書籍が、8月1日より、
幻冬舎から発売された。
　著者は、高級腕時計の正規販
売店を含む直営ショップを50店
舗以上展開し、2023年に、アーガ
イル産ピンクダイヤモンドを専門
に扱う「ビジュピコ東京サロン」
を、日本最大級のジュエリータウ
ン、東京・御徒町にオープンし、富
裕層へその美しさと希少性を伝えると
ともに、資産防衛に関するアドバイスを
提供しているビジュピコグループの代表

取締役社長
の石部高史
氏。
　ピンクダイ
ヤモンドは、
その美しさと
希少性の両

方を兼ね備えている宝石であることか
ら、宝飾品にとどまらず資産としてもそ
の価値を高めてきた。中でもアーガイ

ル産のピンクダイヤモンドは格別の存
在とされている。
　2020年11月にアーガイル鉱山が閉
山してからは、これから価値が上がると
して水面下で商売が進められてきた。
しかし、コロナ禍後の世界的なインフレ
高進、ウクライナやパレスチナの長引く
紛争、そしてトランプ関税による世界経
済の混乱で、これまでの常識が通用し
ない時代になり、「銀行に貯金しておけ

ば安心」「投資信託で積み立てをして
いれば資産が増える」といった考えが
通用しなくなっている。
　その為多くの富裕層が株式や債券、
不動産、金地金などに加え、さらなるリス
クヘッジの手段としてアーガイル産ピン
クダイヤモンドに注目しているのである。
　そこにいち早く気づき、早い段階から
アーガイル産ピンクダイヤモンドの購入
を開始し、専門店の「ビジュピコ東京サ
ロン」を開き、「資産の展示会」へ出展す
るなどして投資家や富裕層の生の声を
独自に聞き、実際に販売してきたからこ
そ書ける内容が詰まっている。

　日本ゴールドチェーンの7月
のブロック会が和歌山で開催
され、会員21店舗29名が参加
し、三村真二理事長を含む事
務局の4名が同行した。
　日程は7月16日・17日の2日
間。最近会員になったジュエ
リーセキネのロマンシティ店と
イオンモール和歌山店を視察
した。
　ジュエリーセキネ（代表取締
役社長：酒井宏起）は1911年
に大阪で時計修理技能を習得
した後に、湯浅町大字湯896番
地でセキネ時計舗として創業し
てから100年を超える老舗企
業だ。主に貴金属・時計・ブランド品
（鞄・財布）・眼鏡・金・プラチナ買取、

生活雑貨店（FC加盟）、イ
ンターネット販売を運営
しブランド力を活かしてい
る。
　加盟店それぞれに得
意・不得意があり、扱って
いる商材や運営方法も異

なる。同じイオン内でも地域性で異な
る部分もあれば、相談可能な領域も

あったり
と、現場
を見に行
くからこ
そわかる
点や取り
入れられ
るところ
を学ぶ機

会が提供された。
　共通する話題は顧客の創出に尽き
る。ジュエリーセキネでは、手元供養と
遺骨ジュエリーをはじめ、隕石ジュ
リー、アメジストクラスター、カラース
トーンの素材販売などによる仕掛けを
店舗の地域に合わせ発信しつつ、FC
に加盟する生活雑貨店による顧客の
創出も試みていた。

　若手の参加が増えた今回、初日の夜
の懇親会は、活気あり、仲間同士によ
る情報交換が行われた。

　2日目の午前中は、合同ブロック会に
よる会議が開かれ、ジュエリーセキネを
見学した件についての質問や回答を
得ながら、本部報告・臨店報告、近況
報告をはじめ、その他討議事項につい

著書8月1日より発売
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て話し合われた。
　店舗や工場、海外研修などはどこも
行っているかもしれないが、日本ゴー
ルドチェーンにおいては若返りが進み
活気づいているところが強みとなって
おり、若い世代の考えを含む活気ある
ブロック会が開催でき、参加者たちに
は良い刺激となっていることだろう。こ
の厳しいタイミングだからこそ悩みや
課題があり、その時に情報交換や相談
のできる仲間のいることが、とても大事
なファクターであるに違いない。

　日本宝飾クラフト学院・宝石学部に
よる宝石学に関連する特別講座「ミャ
ンマー産のルビーのすべて」が、9月9
日、東京本校で開催される。
　今回は、㈱モリスの森孝仁社長を講
師に迎え、実践的な知識を学ぶ機会
が提供される。
　概要としては、ミャンマーのル
ビー鉱山、産出の実情、非加熱ル
ビーの品質と価値、ルビーの加熱
処理鑑別などについて、圧倒的な
情報力と画像を交えて語る。ミャン
マーに鉱山をもつ森孝仁氏ならで
はの、ミャンマー産ルビーの総論と
も言える講座となっている。
　申し込みは、同校のホームペー
ジから受け付けている。関心のある
人は、早めに申し込むとよい（定員
に達し次第締め切り）。定員16名
（先着順）、受講料：一般5,000円。
問合せは、0120-3388-26へ。

特別講座
「ミャンマー産ルビーのすべて」
日本宝飾クラフト学院・宝石学部
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　日本は、２０２４年時点で知財の国際
的な競争力ランキング１３位となってい
る。
　政府が発表した「知的財産推進計画
２０２５」では、２０３５年までに４位以
内を目指すと明記した。

　競争力を強化させるため、ＡＩの利用
を含めた「知的創造サイクルの構築」を
打ち出した。ＡＩを使った発明について、
ＡＩの開発者にも特許権を認める場合
の条件を検討することを盛り込んだ。知
的財産権侵害などへの懸念を巡る対応

として、ＡＩ開発の透明性を確保する方
法を模索する。

　今回、指標にした数値目標は、世界
知的所有権機関（ＷＩＰＯ）のグローバ
ルイノベーション指数。理工学系の卒
業生数やモバイルアプリ制作数といっ
た約８０の指標をもとに算出している。
最新の２０２４年ではスイスが１位で、
米国は３位。アジア圏ではシンガポール
が４位、韓国が６位、中国が１１位だ。４
位以内となれば、いまの順位を前提とす
るとアジア最上位だ。

　知財大国を実現する方針を鮮明にし
て、コンテンツ産業など強みを生かし、
世界での存在感を高めていくことを目
標としている。

    　　　 （弁護士法人共生国際特許事務所）

日本の知財
国際ランク４位を目標へ

丸山亮先生による

『特許の哲学』　其の100108


